


おじゃまします
学びの庭に

「教え育つ」、平たく言うと「教育」のことですが、
まずは学校に入る前の「幼児教育」に目を向けてみよう、ということで、
「幼児教育学」が専門の仙台大学・柴田千賀子先生のお話を伺いました。何事もスタートが大事ですね。

子どもと一緒に保育を考える
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2017年11月30日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1  フィンランドですべての自治体にある子育て支援の仕組みの名称は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。久保順也先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。久保順也先生の記事もご覧ください。

懸賞

 北欧の保育や子育て支援が教えてくれるもの
　仙台大学は、今年度から「子ども運動教育学科」を開設しま
した。期待通り子どもが大好きでスポーツが大好きという学生
たちが集まってくれて、幼稚園教諭免許、保育士資格、幼児体
育指導者資格取得などを目指して学んでいます。
　私が学科の開設準備のために赴任したのは昨年です。私も幼
稚園教諭専修免許と保育士資格を持っており、幼稚園での勤務
経験があります。現場を知ってさらに保育の理想を追究したい
と思うようになり、大学院に進学して研究者になりました。
　現在、わが国では待機児童が大きな問題になっています。多
くの自治体では認可保育所に入れない子どもたちが入所の順番
を待っていて、主に母親が仕事を諦めたり控えたりしています。
これはその地域や家庭だけの問題ではありません。日本の人口
減少が進む中、将来にわたる労働力や経済力の問題でもあって、
社会全体で解決に取り組む必要があります。
　もちろん、子どもを預けて働ければそれで良いということに
はなりません。乳児や幼児が質の高い保育を受け、心身ともに
健康に育つための施設や人員が必要です。日本では厚生労働省
が管轄する児童福祉施設としての保育所と、文部科学省が管轄
する教育機関としての幼稚園があります。
　2006 年からは「認定こども園」が誕生しました。保育と幼
児教育の両方を提供し、総合的な子育て支援を行う施設です。
待機児童の解消だけでなく、社会全体で育児を支援し、子ども
の成長を見守ろうという考えが背景にあります。しかし実際に
は施設の設置基準や人員確保などの問題から、保育園や幼稚園
からの転換も新設も、期待されたほどには進んでいません。
　こうした難しい問題について考える場合、他国での取り組み
を知ることが有益な場合があります。私の専門である比較保育
は、それを研究する学問です。私はこれまで北欧のフィンラン
ドやデンマークを 20 回以上訪ね、保育実践や子育て支援の実

際を見ていま
す。今年も 8
月から 9 月に
かけて、留学
する学生たち
の引率と現地
の視察を行い
ました。私は

日本の保育や子育て支援の細やかさ、丁寧さ、温かさを素晴ら
しいと思っています。しかし私たちが今後目指すべき保育・子
育て支援を考える際、北欧諸国の取り組みには多くのヒントが
あるように思うのです。

 日本の保育、北欧から見ると…
　フィンランドやデンマークでは、保育を希望する保護者は自
治体に申請し、各自治体が子どもの入所先を確保する義務を負
います。ですから、日本で問題となる待機児童という概念その
ものがありません。国が制度を整えているため、地域間の格差
もありません。性別を問わず働き、子育てをするのが当然で、
それを国や地域社会で支える仕組みが機能しているのです。
　もちろん「高福祉高負担」と言われる通り北欧諸国の税金は
高く、日本と単純に比較することはできません。しかし私は訪
問を重ねる中で、北欧の優れた点を取り入れることは可能なの
ではないかと考えるようになりました。
　私が最も驚いたのは、子どもたちが自分の受けている保育に
ついて考え、また社会や政治について考え、それを言葉にして
いたことです。フィンランドを例にとれば、0 歳児から 5 歳児
を受け入れる日本の保育所にあたる施設と、就学前の 1 年間に
通う就学前クラスがあります。そうした施設の子どもたちの部
屋は居心地のよさが重視されています。また壁面の装飾は、日
本のような可愛らしい飾りだけではなく子どもたちにも理解で
きるように工夫して表現された、保育方針が掲示されています。
　また職員が学びの記録と評価をまとめた一人ずつのファイル
が、保護者だけでなく子ども自身も見られるように置かれてい
ます。まだ文字が読めない子どもも自分が写っている写真を見
て、職員や保護者に「なぜこの写真が選ばれたの？」と尋ね、
そこから自分の保育について話し合ったり考えたりするのです。
　一方職員たちが集う部屋には、書類の山は見当たりません。
リラックスできる椅子とテーブルが置かれていて、コーヒーや
紅茶、お菓子を楽しみながら談笑できるよう配慮されているの
です。職員室は、職員相互のコミュニケーションの場として重
視されているからです。職員は高度な専門職として処遇され、
一人当たりが受け持つ子どもの数はわずかに 8 人。以前は 7
人だったのが財政的な理由から 8 人に増えた時は、国民的な
反対運動が起きたということでした。
　「あなたは日本で何人の子どもを見ていたの？」と聞かれ、

「30 人くらい」と答えたところ、「あなたは魔法使いね」ある

いは「それは犯罪よ」と言われました。
　保育者の数が充実している北欧では一人ひとりの子どもに
しっかり目を向けることができ、「保育者は子どもに話すので
はなく、子どもと話すべきだ」という姿勢が徹底しています。
集団行動ができるようになったり、指示に従うことができるよ
うになることは、時には必要です。しかしフィンランドやデン
マークでは、たとえば集合の指示に従わず、砂場の砂を不思議
そうに観察している子どもがいたら、隣に保育者も共にしゃが
み込んで、一緒に不思議がり、子どもが納得するよう対話を重
ねて集団行動に加わるよう促します。子ども自身が今学ぼうと
していることに目を向け、それを尊重し、記録して他の職員や
保護者、本人と共有することで、主体的な成長を支援しようと
しているのです。

 日本でも充実しつつある子育て支援
　フィンランドには「ネウボラ」という、出産から育児までを
切れ目なく支援する仕組みがあります。全ての自治体に設置さ
れ、国民は無料で利用が可能です。そこには日本の保健師のよ
うな職員がいて、その職員を中心に医療や福祉の専門家がネッ
トワークを構築しています。妊娠の検診から、健康診断、保健
指導、育児相談と、親は就学前まで何度もネウボラを利用し、
その子と親を担当するのは、原則としてずっと同じ職員です。
　職員は家族に対して「何か悩みはありませんか？」とは聞か
ず、あえて雑談を持ちかけます。リラックスした中でこそ親の
本音や、親も氣づいていない子どもの問題が浮かび上がってく
るからです。これは面談の時間が、たっぷり 1 時間も確保さ
れているから実現できることでもあります。職員はカウンセ
ラーとコーディネーターの両方を兼ねていて、問題に氣づくと
他の専門スタッフと連携して支援活動を開始するのです。
　また北欧では、育児は母親中心ではなく両親がするものだと
いう認識が社会で共有されているため、ネウボラには家族そ
ろって行くのが普通で、父親もその日は有給で休むことができ
ます。女性は心身の大きな変化が避けられない妊娠も、出産も、
授乳も、パートナーの男性に担ってもらうことはできません。
加えて日本では、育児について男性より重い負担や責任を負っ
ても、「母親だから当然」と見られがちです。男性も等しく負
担と責任、そして子育ての喜びを担い、それを行政や社会が支
援する北欧に、学ぶべきことは少なくないと思います。少子高
齢化は全ての先進国に共通の課題ですが、北欧では一人の女性

仙台大学　体育学部子ども運動教育学科　准教授
専門＝幼児教育学・比較保育

柴田千賀子先生
《プロフィール》（しばた・ちかこ）1975 年福島県生まれ。幼稚園教諭として勤務後、
研究者に。福島大学大学院 人間発達文化研究科 修士課程修了。修士（教育学）。桜の聖
母短期大学の講師、 准教授を経て、2016 年より現職。著書に『子どもと共に育ちあう
エピソード保育者論』『子どもの育ちを支える　保育内容総論』『転換期と向き合う　デ
ンマークの教育』（いずれも共著）など。

が生涯に出産する子どもの数の平均が、日本を上回って安定し
ています。
　日本でも北欧の出産・子育て支援に学ぼうという動きは広が
りつつあって、そうした活動が地域の名を取って「○○版ネウ
ボラ」と呼ばれることも少なくありません。子育て支援を柱と
するまちづくりに力を入れる自治体も増えてきました。仙台大
学がある柴田町や福島県の国見町もその一つで、私は研究とあ
わせて、そうした自治体のお手伝いもさせていただいています。
　今子育て中の方々には、まず「子育てという、複雑で難しい
営みをしているご自分を認めてあげましょう」と申し上げたい
です。周囲の方々も、どうか子育て中の方の状況を理解し、応
援してあげてください。また、自治体や保育施設などの子育て
支援メニューは以前より充実しつつありますから、情報を集め
て、ぜひ利用してみましょう。
　北欧の人々は、国の施策や政治について語り合う際もとても
リラックスしています。対話を大切にし、良さそうであれば試
してみて、課題が見つかればみんなで解決法を考えようという
姿勢です。仕事でも地域社会でも家庭でも、効率よく成果を上
げることばかり追求せず、日々の生活を楽しみ、余裕のある心
地よさを味わうことを優先しています。私たちは、そうした生
活の営みも参考にするべきかもしれません。

（取材＝ 2017 年 8 月 8 日／仙台大学 LC 棟 2 階 柴田研究室にて）

フィンランドの保育室



けていくつもりです。
　他国の取り組みも参考になります。今関心が高まっているの
が、「子どものための哲学」や「探求の対話」という意味の「P4C

（ピーフォーシー）」という試みです。ハワイは先進地の一つ
で、本学がハワイ大学と提携していることから、私も今年 8 月、
現地の小中高で行われている授業を見学する機会を得ました。
子どもたちが車座になって、正解が一つではない哲学的な問い
について考えを述べ合い、お互いを否定することなく思考を深
めていく過程はたいへん興味深いものでした。この授業を通じ
て子どもたちは「クラスでは思ったことを言っていいんだ」「自
分は否定されないんだ」という安心感を獲得していくのです。
　家庭では、ほめて自己有用感を育てることが大切です。「自
分は役に立つ存在だ」という自信があれば、他者をいじめる必
要はなく、いじめられても自己否定に陥らずにすみます。現代
では子どもが手伝うべき家事はほとんどないかもしれません
が、あえて仕事を作ってでも子どもに頼み、評価したり感謝し
たりするべきです。また「靴をそろえられるようになった」「開
けたドアをちゃんと閉めた」といった小さな成長でも喜び、ほ
める余裕が、大人の側にほしいと思います。
　一方で、いじめられている子どもはしばしば、「悲しませた
くないから」と親に事実を話そうとしません。良いところを見
てほめるだけでなく、トラブルや辛い氣持ちも話せる関係を作
るよう心がけてください。
　そして大人自身が学びを楽しむことは、その背中を見ている子ど
もたちの成長にとってたいへん有意義です。「子どもたちをどうす
るか」だけでなく、自ら学び、さらには仲間とともに知見を共有し
たり披露し合ったりする機会を持っていただければと思います。

（取材＝2017年8月29日／宮城教育大学3号館4階 久保研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「いじめ」の問題がクローズアップされている昨今、
誰にでも起こりうる自分事としてとらえ、問題を考えていくことが大切と思われます。
臨床心理学の観点から「いじめ」問題に迫る宮城教育大学・久保順也先生のお話を伺いました。

いじめを臨床心理学で考える
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2   宮城教育大学がBPプロジェクトで担当しているテーマは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。柴田千賀子先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。柴田千賀子先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2017年11月30日　当日消印有効

 人の心に寄り添う臨床心理学
　子どもの自殺が相次ぐなど、いじめが大きな社会問題になっ
ています。「学校はなぜ防げなかったのか」「いじめられる側に
も問題があるのでは」「いじめは大人にもあり、完全になくす
ことはできない」など様々な意見があって、解決の難しさはノー
ベル賞級です。
　いじめはなぜ起こり、エスカレートするのでしょうか。まず
加害者側の多くは「からかっただけ」「ふざけ合い」「遊びのうち」
と思っていて、いじめと認識していません。また「相手が先に
したことへのはらいせ」で正当な報復だと思っています。だか
らいじめが止まらず、最終的に残酷な結果を招くのです。
　次に被害者側ですが、初期段階で「イヤだ、それはいじめだ」
とはっきり言えば止まる可能性が高いのに、ほとんどの子ども
にはできません。エスカレートするのは「友達間」の場合が多
く、我慢してでも友達づきあいを続けたいからです。
　いじめや不登校など、子どもたちが抱える問題は多様化して
います。かつては学校が全てに対処していましたが、授業の他
に生徒指導や部活動もあって、先生方は極めて多忙です。その
ため現在では専門家らが学校に入り、先生方とチームを組んで
子どもたちの育成にあたる仕組みが整いつつあります。
　私は心理学の研究者ですが、カウンセリングや心理療法を行う

「臨床心理士」でもあります。大学院生の時は、学校や児童相談
所で相談業務に携わっていました。1995 年に始まったスクール
カウンセラー制度によって、現在は県内ほぼ全ての公立中学校に
心の問題の専門家が配置されています。小学校や高校へも導入さ
れていて、その多くは私と同じ臨床心理士の有資格者です。
　心理学の研究成果を、実際に悩み、苦しんでいる方々のため
に役立てようというのが、私の専門である臨床心理学です。そ
こから生まれたのが臨床心理士で、「治す」だけでなく、「寄り
添う」ことや、本人の氣づき・自己回復を支援することを大切
にしています。臨床心理士は民間資格ですが、大学院修了や医
師免許取得等が受験資格条件で、以前は医療機関が主な活躍の
場でした。教育機関の人員が不足しがちなこともあって、昨年
9 月には「公認心理師」という国家資格が創設されています。
　また私は宮城県内 5 つの自治体の「いじめ防止対策調査委
員会」の委員で、栗原市と女川町では委員長を務めています。
いじめ問題に関する組織は自治体だけでなく学校にも設置され
ていますが、こうした組織に学校外の人材が入ることには、先
生方の負担を減らすことに加え、地域全体で学校のあり方に関
われるというメリットもあるでしょう。緊急時だけでなく年に
1 度か 2 度でも顔を合わせ、それぞれの視点から子どもたち
の成長について意見を交わすことは、いじめだけでなく様々な
問題を予防することにつながります。

 いじめの予防に力を注ぐ
　いじめ問題に関するこうした組織は、2013 年に成立した「い
じめ防止対策推進法」に基づいて設置されました。この法律に
は子どもにいじめを禁じたり、保護者に子どもがいじめをしな
いよう指導したりし、また子どもをいじめから守るよう定めた
条文もあります。しかしポイントはいじめを定義したことと、
いじめの防止や解決に国・自治体・学校が責任を持つよう定め
たことでしょう。第二条には、いじめとは「心理的又は物理的
な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを
含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦
痛を感じているものをいう」とあります。インターネット上の
行為もいじめになるし、加害者側の意図にかかわらず、被害者
側が苦痛を感じればいじめだという定義です。
　広く定義されたことで、いじめを見逃さないことの大切さが
関係者の間で共有されるようになりました。しかしインター
ネット上のやりとりは大人には見えにくく、苦痛を感じたとい

う訴えへの対処も容易ではありません。学校や自治体によって
いじめの発生件数が大きく違うのは、こうした理由もあるので
す。大切なのは「いじめか否か」のラベル付けではなく、トラ
ブルの存在を認め、より良い対応を考えることだと思います。
　私たち大人は、傷ついた被害者の話をよく聞き、心の回復を
支援しなければなりません。また起きてしまったトラブルは問
題として取り上げ、子どもたちと一緒に解決に取り組むことで、
子どもたちの成長の機会となるよう支援する必要があります。
　もちろん事後的な対応だけでなく、予防的な対応にも力を注
ぐべきです。加害者側に、いじめを楽しいと感じる氣持ちや、
自分を守るためだという氣持ちがあることは否定できません。
その意味では本能的とも言え、いじめの発生をゼロにすること
は困難でしょう。それでも子どもに、いじめのエスカレートが
招く結果の恐ろしさや、初期段階でいじめを拒否する大切さ、
インターネットの正しい使い方・自己防衛の仕方を教えること
は有意義です。
　私は今年の 3 月まで仙台市教育委員会の、生徒指導問題等懇
談会の委員長を務めていました。その場で「いじめがない、あ
るいは少ないクラスには、逆に何があるのでしょうか」と現職
教員の皆さんに問いかけたところ、「規範が共有されている」「異
学年同士の交流が盛ん」など多くの実例が挙がりました。いじ
めの問題だけに目を奪われず、むしろどのようなクラスを作れ
ばトラブルの発生を抑えられるのか、と考えるべきでしょう。

 ほめて自己有用感を育てる
　心理学では一般に個人の心や性格をテーマにしますが、私は
いじめなどのトラブルを、主に「関係」で捉えたいと考えてい
ます。小学生や先生方にアンケートを行い、統計処理をした 
データに基づいて、トラブルの実態を把握するというのが主な
研究手法です。
　本学は他の大学や協力団体と共に、文部科学省による認定を
受けた「BP プロジェクト」に取り組んできました。これは学
校や教育委員会のいじめ防止対策を支援するもので、本学は「特
別支援教育といじめ」というテーマを担当しています。
　たとえば ADHD（注意欠如多動性障害）などの発達障害を
持つ子どもは、いじめの被害者になりやすいだけでなく「迷惑
なことをした」「先に手を出してきた」と思われやすい存在で
もあります（図 1 および図 2）。アンケートから浮かび上がっ
てくるこうした実態を踏まえて、教育現場への提案や提言を続

宮城教育大学　教育学部　准教授
専門＝臨床心理学

久保　順也先生
《プロフィール》（くぼ・じゅんや）1976 年岩手県生まれ。東北大学教育学部卒業。東
北大学大学院 教育学研究科 博士課程前期課程修了。後期課程満期退学。宮城教育大学
教育学部講師を経て、2010 年より現職。修士（教育学）。臨床心理士。宮城県内の自治
体で「いじめ防止対策調査委員会」の委員を務め、栗原市・女川町では委員長。著書に『こ
ころに寄り添う災害支援』、『事例で学ぶ 生徒指導・進路指導・教育相談：中学校・高等
学校編 改訂版』、『同：小学校編』（いずれも共著）など。

「2015 年度 BP プロジェクト」より

図 1:「特定の子」のいじめ被害の様態（「4　ややあてはまる」以上の回答割合。以下同様）

図 2: いじめ被害に遭っている「特定の子」の特徴



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要 申 込 申込不要

　　参加体験記

　夏休みに 5歳の子どもを連れて地底の森ミュージアムに行ってき
ました。2万年前の旧石器時代の地層や、当時の生活の様子がそのま
ま残っているのは、世界でもここだけだそうです。学芸員の方が説
明してくれました。
　野外展示「氷河期の森」では旧石器時代の人の演技をして、リアル
に再現してくれていました。小さい子どもには怖かったみたいですが。
　土器や石器などもたくさんあ
り、約1時間でとても楽しめま
した。近くにこんなに素晴らし
い施設があるなんて、もっと早
く行けば良かったな～と思いま
した。ちなみに駐車場は無料で
した。� （名取市　K）

　眠れないと悩み、服薬もしており、今回のイベントに興味を持ち参
加しました。睡眠に関する基礎知識のお話、リラクゼーションの実技
練習、睡眠日誌のつけかたなど、勉強になりました。睡眠を良くする
生活を心掛けたいと思います。� （仙台市泉区　N. N.）

■野外展示「氷河期の森」観察会

2017年 8月 13日 （日）　13：30～ 14：30
地底の森ミュージアム

■すいみんカフェ（睡眠改善のためのトレーニング・コース）

講師　長野大学社会福祉学部・教授　佐藤　俊彦　氏

2017年 8月 27日（日）　13：30～ 16：00

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　去年の講座が面白かったので是非今年もと思い、「高校生のための
心理学講座」に参加してきました。
　「高校生のための」と銘打ってあるように、それぞれの分野に関す
るお話はもちろん、どうやったらその職業に就けるのか、どんな大学
でどの資格を取ると良いのか、といったお話を聞くこともできます。
　社会心理学の福野先生の講座では、「調べる時はキーワードではな
く、その分野で論争になっている点を探すこと。白黒つけることが
重要なのではなく、どちらも正しいが、どちらかが優勢になるとき
の条件（要因）を見極めることが大事。」というお話に興味深く感じ
ました。
　そこから実際に『日本人は「みんなと同じ」が本当に好きなのか？』
という争点をもとに、外国と日本の研究者の論説や実際に行った実
験（多数派ペンの実験）などをご紹介いただきました。 
　邑本先生の教育心理学では「どう勉強するか」という、学習内容
を精緻化できるか、情報量ではなく内容を理解できるかどうか、と
いうお話を聞きました。
　理解とは、単純にインプットすることではない。新しいモノを学
ぶには知識で捕まえる、そのための基礎が必要だということ。大切
なのは知識を活性化できるかどうか、だから予習の必要があり、頭
の準備状態を作っておくこと。
　あらかじめ頭に準備状態があると違うのか、会場で左右に別れて
実験なども行いました。邑本先生の講座では「実際に実験すること
で理解する」という体験ができるのが面白いなぁと思います。
　つい「今から勉強して自分に意味はあるのか」と考えてしまったの
ですが「忘れても良いから勉強しておく」の言葉に、たとえ忘れてし
まったとしても潜在記憶として残るのだということ、「やっておく」
ことで自分の経験になって積もるのだと思い直すことができました。
　「やってもやらなくても同じ」ではなく「勉強をしておく」「見て
おく」やっておいたことが将来何かの役に立つ、という言葉には、
勇氣づけられたような氣がします。
　今回の講座では「認知心理学」「社会心理学」「発達心理学」「教育
心理学」「臨床心理学」について学ぶことが出来ました。心理学と言っ
ても色々な分野があり、自分の知らない分野が実はとても面白かっ
たりするのがこの講座の魅力だと思っています。
　是非また、来年も参加したいです。

「まなびのめ」編集部　菅野　麻実

■高校生のための心理学講座シリーズ
                                       講師：東北学院大学　福野　光輝　氏 　　

東北大学　邑本　俊亮　氏　他
2017年 8月 9日（水）　東北大学川内北キャンパス講義棟　C棟

編集部も
「学び」イベントに行ってきました

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第38号・秋／「紫苑」（si-on）※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略 ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

読者の声
読者と編集部の
キャッチボール

　第 37 号 睡眠

　暑さ厳しい毎日で、なかなか寝付けない夜を過ごしていたので、眠れ
ないときは無理して寝ようとしないこと、ただし起きる時間は遅らせな
いことが勉強になりました。子供が大きくなったら勉強会にも参加して
みたいです。� （仙台市太白区・34歳　女性）

編：私も睡眠に関する「学び」イベントに参加しましたが、寝付けない
時は無理に寝ようとしないこと、また氣持ち良く寝付ける時間やスッキ
リ起きられた時間など生活リズムを把握するのも良いようです。

　〈編集部も「学び」イベントに行ってきました〉がよかったです。
� （仙台市泉区・51歳　女性）

編：ハードルが高そう…と恐れず、「参加してみようかな？」と思って
いただけることを願って書いています。一緒に「学び」の輪を広げてま
いりましょう。

　いろいろな講座の受講案内、いつも役立たせていただいております。
今回の尾﨑先生のお話、大変役立ちました。高齢者の多くは同じ問題で
悩んでいるので、光明を感じたと思います。上田先生のお話も興味を誘
われました。研究の続きを是非お聞かせいただきたいものです。「第 13
回文字・活字とのふれあいDay」のお知らせが載っており、楽しみにし
ております。� （仙台市宮城野区・79歳　男性）

編：「人生の半分は眠っている」のだとよく言われます。それだけに睡
眠は生存の基本要件であり、お悩みの方には是非参考にしていただきた
いと思います。また、「第 13回文字・活字とのふれあいDay」には社
員一同心よりお待ち申し上げております。

「まなびのめ」第37号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　「百薬の長であるお酒は、よい睡眠にとっても有効」○か×か？
答え　×

Q.2　マメ科植物の就眠運動を生じさせる三重の仕組み、その３項目とは？
　 答え　化学物質の働き、光による調節、イオンチャネルによる情報伝達

第37号

クイズの正解発表！！

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。

10
OCT

11
NOV

10月27日（金）市民公開講座 No.401
「統計学の知識を身につけよう」

講　師　菊池　輝（東北工業大学都市マネジメント学科教授）
東北工業大学一番町ロビー　2 階ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月28日（土）宮城大学の知―研究最前線―「これからの食産業
はどのようになるのか？　―飽食から崩食？！―」
講　師　堀田　宗徳（宮城大学食産業学部准教授）

SS30( 住友生命仙台中央ビル )15 階　第 5 会議室 30 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-716-6692宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月28日（土）記念講演会「人を襲う熊―十和利山熊襲
撃事件の全貌―」
講　師　米田　一彦（日本ツキノワグマ研究所理事長）

東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
特別展「熊と狼—人と獣の交渉誌—」関連企画

場　所

主催者

備   考

問合先

10月28日（土）放送大学宮城学習センター公開講演会「東北はユネスコ
の宝箱〜ユネスコから見た東北の自然・文化・教育遺産〜」
講　師　及川　幸彦（東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター主幹研究員）

東北大学生命科学研究科プロジェクト総合研究棟 1 階講義室 100 名

14:00

▲

16:00

Tel 022-224-0651放送大学宮城学習センタ—
http://www.campus.ouj.ac.jp/~miyagi/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月4日（土）サテライトキャンパス公開講座「未来を拓
くエネルギー作物―スイートソルガム―」
講　師　中村　聡（宮城大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 60 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-377-8208学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月10日（金）市民公開講座 No.402
「映画編集の諸問題」

講　師　高橋　哲徳（東北工業大学共通教育センター教授）
東北工業大学一番町ロビー　2 階ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月10日（金）第 146 回サイエンスカフェ：植物はなぜ海水で育
たないの？〜植物の塩害とその分子メカニズム〜
講　師　魚住　信之（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1F オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月11日（土）サテライトキャンパス公開講座「株主優
待制度について考える」
講　師　菊地　雄介（東北学院大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月11日（土）サテライトキャンパス公開講座「震災からの復興プロ
ジェクトの実例―環境未来都市としての東松島市―」
講　師　内海　康雄（仙台高等専門学校教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-381-0264学都仙台コンソーシアム・仙台高等専門学校
http://www.sendai-nct.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月11日（土）しろ・まち講座「見どころ資料からみた
伊達政宗」、「伊達政宗のファッション」
講　師　髙橋あけみ（仙台市博物館主幹）他

仙台博物館ホール 200 名

13:30

▲

16:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
https://www.city.sendai.jp/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11
NOV

12
DEC

11月12日（日）第 3 回「宇宙の数奇な生い立ちを探る」
―物理学専攻編―
講　師　山本　均（東北大学大学院理学研究科教授）

仙台市天文台　加藤・小坂ホール 100 名

14:00

▲

15:30

仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科公開サイエンス講座
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL Tel 022-391-1300問合先

定　員

11月17日（金）市民公開講座 No.403
「数学の古典を訪ねて」

講　師　島田　勉（東北工業大学共通教育センター教授）
東北工業大学一番町ロビー　2 階ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（金）第 49 回リベラルアーツサロン :
日本企業の国際経営と新興国市場戦略
講　師　金　熙珍（東北大学大学院経済学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1F オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月18日（土）サテライトキャンパス公開講座
「政治のなかの憲法」
講　師　片山　文雄（東北工業大学教職課程センター准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-723-0538学都仙台コンソーシアム・東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月18日（土）宮城大学の知―研究最前線―「男女の違いから育児の本
質を探る―産後における夫婦の相互作用の研究より―」
講　師　塩野　悦子（宮城大学看護学部教授）

SS30（住友生命仙台中央ビル）8 階　第 2 会議室 A 30 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-716-6692宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月24日（金）市民公開講座 No.405「自然の脅威を、自然の恵みに
変える「風エネルギー吸収型減風発電システム」の紹介」
講　師　野澤　壽一（東北工業大学環境エネルギー学科助教）

東北工業大学一番町ロビー　2 階ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月25日（土）サテライトキャンパス公開講座
「事故と心理」
講　師　吉田　信彌（東北学院大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月25日（土）サテライトキャンパス公開講座
「鈴木義男の平和思想」
講　師　仁昌寺　正一（東北学院大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月25日（土）サテライトキャンパス公開講座
「共同体を哲学する」
講　師　箭内　任（尚絅学院大学教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-381-3315学都仙台コンソーシアム・尚絅学院大学
http://www.shokei.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  2日（土）サテライトキャンパス公開講座「心の発達か
らみるパーソナリティ①愛着形成の観点から」
講　師　飯塚　有紀（仙台青葉学院短期大学准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6F セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-369-8000学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学
https://seiyogakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員


